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本
市
の
収
入
の
約
３
分
の
２
は
、
市

税
と
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

や
各
種
の
交
付
金
な
ど
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
税
は
、
伸
び
悩
む
景
気
の

影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
税

源
移
譲
や
制
度
改
正
に
伴
い
増
額
に
転

じ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
原
資

と
な
る
国
税
の
減
収
か
ら
三
位
一
体
改

革
に
先
行
す
る
形
で
削
減
が
行
わ
れ
、

平
成
12
年
度
を
ピ
ー
ク
に
平
成
16
年
度

に
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
す
る
と
約
15
億

円
（
約
４
分
の
１
）
の
削
減
と
な
り
、

市
の
財
政
は
大
打
撃
を
受
け
る
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
平
成
20
年
度

に
は
、
国
全
体
で
地
方
交
付
税
総
額
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
14
年

度
程
度
ま
で
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
財
源
不
足
を
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
り
補
う
こ
と
と
な
り
、
特
に
合

併
前
後
の
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度
に

か
け
て
多
額
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
県
支
出
金
に
つ
い
て
も
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
大
幅
な
削
減
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
　

　
歳
出
決
算
額
は
、
普
通
建
設
事
業
費

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
15
年
度
は
刀
剣
の
里
や
給
食

調
理
場
の
整
備
な
ど
が
集
中
し
て
実
施

さ
れ
、
平
成
16
年
度
は
地
域
交
流
施
設

整
備
、
庁
舎
改
修
な
ど
合
併
準
備
経
費

に
多
額
の
費
用
を
要
し
て
い
ま
す
。
平

成
18
年
度
に
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
防
災
行
政
無
線
や
市
道
南
北
線
、
障

害
者
施
設
の
整
備
な
ど
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
財

政
の
健
全
化
に
よ
り
通
常
の
事
業
費
を

圧
縮
す
る
と
と
も
に
、
事
業
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
合
併
に
伴
う
特
別
職
や

議
員
数
の
減
少
な
ど
に
加
え
、
職
員
数

の
削
減
や
手
当
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
物
件
費
は
、
合
併
準
備
や
新
市
の
計

画
策
定
な
ど
に
伴
い
増
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
内
部
管

理
経
費
の
削
減
な
ど
の
効
果
に
よ
り
、

平
成
17
年
度
か
ら
大
き
く
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
額
な

施
設
の
管
理
運
営
費
が
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
合

併
に
伴
う
事
務
移
管
や
児
童
手
当
の
増

額
に
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
医
療
費
な
ど
社
会
保
障
費
の

伸
び
に
よ
り
増
加
す
る
傾
向
で
す
。

　
補
助
費
等
は
、
病
院
事
業
や
水
道
事

業
へ
の
繰
出
金
、
各
種
助
成
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
平
成
18
年
度
か
ら
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
繰
出
金
は
、
高
齢
化
に
伴
い
高
齢
者

医
療
費
や
介
護
保
険
事
業
費
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
水
道
事
業

の
積
極
的
な
整
備
に
係
る
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
資
本
費
平
準
化

債
を
活
用
す
る
な
ど
下
水
道
事
業
の
繰

出
し
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
年
々
減
少
傾
向
で
し
た

が
、
合
併
前
後
の
多
額
の
市
債
発
行
に

伴
う
償
還
の
影
響
に
よ
り
増
加
に
転
じ

て
い
ま
す
。

　
財
源
調
整
を
行
う
基
金
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
が
あ
り
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
る

収
支
不
足
に
対
し
て
取
り
崩
し
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
特
に
平
成
16
年
度
に
は

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
大

幅
な
削
減
に
あ
わ
せ
、
合
併
準
備
お
よ

び
台
風
災
害
に
よ
る
経
費
も
多
額
に
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
大
き
く
減
少
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
20
年
度

は
地
方
交
付
税
額
の
確
保
や
財
政
健
全

化
の
効
果
に
よ
り
平
成
14
年
度
程
度
ま

で
に
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　
目
的
に
沿
っ
て
積
み
立
て
運
用
す
る

た
め
の
特
定
目
的
基
金
は
、
平
成
14
、

15
年
度
に
積
極
的
な
事
業
の
展
開
に
伴

う
財
源
と
し
て
取
り
崩
し
た
た
め
、
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）　

　
過
去
よ
り
投
資
的
事
業
の
財
源
と
し

て
市
債
（
借
金
）
を
発
行
し
て
き
て
お

り
、
こ
の
市
債
の
償
還
す
な
わ
ち
公
債

費
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
度
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
ま

す
。
平
成
13
年
度
か
ら
は
地
方
交
付
税

の
代
替
措
置
と
し
て
認
め
ら
れ
た
臨
時

財
政
対
策
債
の
多
額
な
借
り
入
れ
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
投
資
的
事
業
の

財
源
と
し
て
発
行
し
た
市
債
は
、
普
通

建
設
事
業
費
が
多
額
で
あ
っ
た
平
成

15
、
16
年
度
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
債
残
高
は
平
成
18
年

度
に
か
け
て
年
々
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
財
政
の
健
全
化
に
よ
り
市
債
の
発

行
を
元
金
償
還
額
を
下
回
る
額
に
抑
制

し
て
い
る
た
め
、
平
成
18
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　
平
成
20
年
度
か
ら
10
年
間
の
「
中
期

財
政
見
通
し
」
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

昨
年
度
試
算
し
た
見
通
し
よ
り
改
善
さ

れ
、
決
算
ベ
ー
ス
で
平
成
24
年
度
ま
で

は
財
源
不
足
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果

や
地
方
交
付
税
の
伸
び
な
ど
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成

27
年
度
以
降
は
、
地
方
交
付
税
が
段
階

的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
不

足
が
年
々
大
き
く
な
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
財
源
不
足
を
補
う
財
政
調
整
基
金
も

地
方
交
付
税
の
減
少
に
伴
う
多
額
の
財

源
不
足
に
対
応
で
き
る
状
況
で
は
な

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成
30
年
度
に

は
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
は
皆
無

に
な
り
、
そ
の
後
、
財
政
赤
字
が
発
生

し
、「
財
政
健
全
化
団
体
」、
そ
し
て
「
財

政
再
生
団
体
」
に
転
落
す
る
最
悪
の
事

態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
の
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
よ
り
財
政
状
況
は
着
実
に

改
善
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
ま
で
に

は
程
遠
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
的
な

景
気
後
退
が
続
く
中
、
政
権
交
代
に
よ

り
国
の
地
方
財
政
対
策
は
不
透
明
で
あ

り
、
加
え
て
、
岡
山
県
の
財
政
危
機
、

錦
海
塩
田
跡
地
の
問
題
な
ど
、
本
市
を

取
り
巻
く
財
政
状
況
は
、
今
後
も
予
断

を
許
さ
な
い
と
い
え
ま
す
。（
図
４
）

2
　
財
政
状
況

市
債
残
高
と
公
債
費
の

推
移

改
善
す
る
も
、
将
来
に

不
安
な
財
政
見
通
し

歳
入
決
算
額
の
推
移

歳
出
決
算
額
の
推
移

基
金
残
高
の
推
移

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
の
運
営
が
続
く
財
政
。

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

図１ 地方交付税・臨時財政対策債の状況

図２ 基金残高の状況

図３ 市債残高・公債費の状況

図４ 財源不足額の推移
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